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江
戸
時
代
に
鍼
灸
入
門
書
と
し
て
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
中

で
、
諺
解
書
で
比
較
的
古
い
も
の
と
し
て
「
鍼
灸
抜
翠
』
が
あ

る
。
本
書
に
つ
い
て
は
論
文
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
未
詳

の
部
分
が
多
い
の
で
、
一
連
の
検
討
を
行
っ
た
。

著
者
未
詳
。
縦
二
六
・
五
ｍ
×
横
一
九
叫
全
五
冊
。
第
一
冊

目
。
序
文
一
丁
、
目
録
一
丁
、
上
巻
本
文
二
八
丁
、
全
三
○
丁
。

第
二
冊
目
。
目
録
な
し
。
中
之
上
巻
本
文
二
二
丁
。
第
三
冊
目
。

目
録
な
し
。
中
之
中
巻
本
文
一
二
丁
。
第
四
冊
目
。
目
録
な
し
。

上
之
下
巻
本
文
一
七
丁
。
第
五
冊
目
。
下
巻
目
録
二
丁
、
本
文
二

七
丁
。
全
二
九
丁
。
以
上
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
版
本
と

し
て
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
延
宝
四
年
二
六
七
六
年
）

本
及
び
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
年
）
本
及
び
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
年
）
本
が
あ
る
。

第
一
冊
目
の
上
巻
は
、
鍼
灸
の
基
本
的
な
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
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「
鍼
灸
抜
翠
」
に
つ
い
て

宮

川

隆
弘

ら
れ
て
い
る
。
望
問
聞
切
、
脈
、
腹
診
、
刺
鍼
方
法
、
灸
の
製

法
・
方
法
、
九
鍼
に
つ
い
て
な
ど
が
一
八
項
目
に
分
け
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
上
巻
の
内
容
は
、
各
項
目
と
も
半
葉
か
ら
一
葉
の
著

述
で
あ
る
に
過
ぎ
な
く
、
入
門
書
と
し
て
は
不
備
が
多
く
、
内
容

的
に
も
未
完
成
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
第
一
三
丁
表

一
二
行
目
か
ら
第
一
八
丁
表
一
二
行
目
ま
で
で
当
時
行
わ
れ
て
い

た
刺
鍼
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
管
鍼
法
の
記
述
が

あ
り
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
管
鍼
法
の
記
述
と
し
て
は
最
も
古

い
掲
載
で
あ
る
。
杉
山
和
一
が
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
○
年
）
に

生
誕
し
て
、
六
六
歳
の
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
年
）
に
は
管
鍼
法

は
相
当
普
及
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
内
容
は

こ
れ
ま
で
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
た
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
年
）
刊

行
の
本
吉
及
び
『
鍼
道
秘
結
集
』
、
岩
田
利
斎
『
鍼
灸
要
法
』
よ

り
も
九
年
古
く
、
杉
山
和
一
の
管
鍼
法
発
明
に
関
し
て
一
石
投
じ

る
事
柄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
更
に
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

第
二
冊
目
か
ら
第
四
冊
目
ま
で
は
、
各
部
位
の
経
穴
及
び
主

治
、
刺
入
深
度
、
灸
の
壮
数
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
内
容

は
頭
面
、
心
腹
（
第
二
冊
目
・
中
之
上
巻
）
、
肩
背
、
肘
手
（
第
三
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冊
目
・
中
之
中
巻
）
、
腿
脚
（
第
四
冊
目
・
中
之
下
巻
）
と
分
類
さ

れ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
分
類
を
更
に
詳
し
く

し
た
も
の
で
は
な
く
、
経
絡
や
一
行
線
、
二
行
線
と
い
っ
た
小
項

目
は
み
ら
れ
な
く
、
無
作
為
に
経
穴
名
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
全
経
穴
を
説
明
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
代

表
的
な
も
の
を
挙
げ
た
の
み
で
あ
る
が
、
主
治
、
刺
入
深
度
、
灸

の
壮
数
は
別
の
医
学
書
と
対
照
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。

第
五
冊
目
は
下
巻
之
上
・
下
に
分
け
ら
れ
、
病
症
の
説
明
及
び

治
療
穴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
害
と
し
て
は
弓
内
経
』
ニ

イ
ワ
ク
」
ま
た
は
ヨ
素
問
』
に
日
」
な
ど
が
ま
れ
に
見
ら
れ
る

程
度
で
ど
の
引
用
か
ら
説
明
が
さ
れ
て
い
る
の
か
が
み
ら
れ
な

い
。
治
療
穴
は
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
鍼
か
灸
を
す
べ
き
で
あ
る

本
書
は
確
認
さ
れ
た
版
本
か
ら
み
て
も
当
時
相
当
普
及
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
不
備
な
点
も
多
い
こ
と
が
し

ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
元
禄
一
二
年
二
六

九
五
年
）
刊
行
の
岡
本
一
胞
子
著
「
鍼
灸
抜
翠
大
成
」
の
序
文
に

『
鍼
灸
抜
翠
」
の
欠
略
誤
謬
が
多
く
．
：
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
鍼

い
。
治
療
穴
は
挙
げ
ら
れ
て
畦

の
か
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

灸
抜
翠
』
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
小
冊
子
に
し
て
補
足
の
追
加
内
容

を
添
付
し
た
元
禄
八
年
二
六
九
五
年
）
刊
行
の
「
廣
益
鍼
灸
抜

翠
」
に
は
末
尾
に
関
連
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
追
加
部
分
の
冒
頭
に
岡

本
一
抱
子
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
鍼
灸
抜
翠
」
の
著

者
は
岡
本
一
胞
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
鍼
灸
抜
翠
』
は
岡
本
一
抱
子
初
期
の
著
作
で
不
備
が
多
く
、

京
大
付
属
図
書
館
に
脈
法
に
つ
い
て
の
抄
本
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
内
容
が
充
実
し
て
い
る
鍼
灸
諺
解
害
の
名
著
「
鍼
灸
抜
翠
大

成
』
の
原
基
と
な
る
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
岐
阜
県
鍼
灸
師
会
、
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


